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皆さんは、この『まなびの杜』をどこでご覧になっているでしょうか。送付されてきたものを
自宅や職場でご覧になっているでしょうか。あるいは、附属図書館か、大学病院でしょう
か。いずれにしても、多くの場合には「ふと手にして読んでみた」という状況ではないで
しょうか。今号の「地域と大学」は附属図書館ですが、図書館には知らなかった情報と
の「ふとした出会い」があります。昨今は大学から社会への情報発信が盛んであり、サ
イエンスカフェやFacebookなどを通じた活動も盛んに行われています。これらは大変
有効なメディアですが、「大学からの情報を是非知りたい」と思っている人にしか情報
が届かないのが難しいところです。そういう意味で、「特に知りたいと思っていなかった
けれど、偶然ふれた情報」というのも大事なのではないでしょうか。『まなびの杜』は、毎
号楽しみに読んでいただいている方にはもちろん、偶然手にとってお読みいただいた
方にも面白く、有益な情報が提供できるようにしていきたいと考えております。

｜編｜集｜後｜記｜

『まなびの杜』編集委員会委員
工学研究科 教授

平成24年9月30日発行
発行人：東北大学『まなびの杜』編集委員会委員長  齋藤 忠夫
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
東北大学総務部広報課 TEL.022-217-4977 FAX.022-217-4818

※版権は国立大学法人東北大学が所有しています。 ※無断転載を禁じます。 ※この用紙は、再生紙を使用しています。

『まなびの杜』をご希望の方は各キャンパス（片平、川内、青葉山、星
陵、雨宮）の警務員室、附属図書館、総合学術博物館、植物園、病院
の待合室などで手に入れることができますので、ご利用ください。
無断転載を禁じます。
『まなびの杜』は3月、6月、9月、12月の月末に発行する予定です。
『まなびの杜』編集委員会委員（五十音順）

『まなびの杜』に対するご意見などは、手紙、ファクシミリ、電子メールで
お寄せください。
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
TEL 022-217-4977 FAX 022-217-4818
Ｅメール koho@bureau.tohoku.ac.jp

この『まなびの杜』は、インターネットでもご覧になれます
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/manabi/
バックナンバーもご覧になれます 
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伊藤 彰則

センダイハギ ミヤギノハギ

　
本
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク（
本
頁
左
下
参
照
）が

萩
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
秋
を
代
表
す
る
萩
で
す
が
、「
ハ
ギ
」と

言
っ
て
も
一
種
類
の
植
物
で
は
無
く
、ヤ
マ
ハ

ギ
、ツ
ク
シ
ハ
ギ
な
ど
、多
く
の
種
類
の
総
称
と

し
て「
ハ
ギ
」は
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
は
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
基
に
な
っ
た「
ハ
ギ
」は
、一
体
ど
の
種

類
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
本
学
が
所
在
す
る
の
は
宮
城
県
仙
台
市
で

す
か
ら
、「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
」、「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」

と
い
う
名
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。後
者
の「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」は
千
代
萩
な
ど

と
書
か
れ
、伊
達
騒
動
を
題
材
に
し
た
歌
舞
伎

の「
伽
羅
先
代
萩（
め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ
）」

に
由
来
す
る
と
の
説
も
有
り
、「
仙
台
」に
ゆ
か

り
の
あ
る
植
物
名
と
言
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
、「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」と
い
う
植
物

は
、他
の「
ハ
ギ
」と
同
じ
マ
メ
科
で
す
が
別
属

の
草
本
植
物
で
あ
り
、花
も
黄
色
く
、ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
植
物
と
は
全
く
の
別
物
で
す
。

　
そ
う
す
る
と
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、そ
う
で
す
、

「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ（
宮
城
野
萩
）」で
す
。マ
メ
科

ハ
ギ
属
の
低
木
で
、初
秋
に
濃
い
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

　
今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、二
〇
〇
七
年
に
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ
る

に
あ
た
り
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ

ギ
」の
写
真
や
資
料
を
お
目
に
か
け
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
学
名
誉
教
授

（
東
北
大
学
学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ
ー
植
物
園
前
園
長
）

鈴
木 

三
男

◎東北大学 植物園　URL : http://www.biology.tohoku.ac.jp/garden/



ダ
ー
ド
」の
確
立
が
望
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
の
留
学
希
望
者
は
常
に

一
定
数
お
り
、と
く
に
東
北
大
学
は
魯
迅
ゆ
か
り

の
大
学
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
中
国
か
ら
の
留
学
生

に
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、日
本
の

歯
学
研
究
の
水
準
は
、質・量
と
も
、世
界
で
は
米

国
に
次
ぐ
位
置
を
維
持
し
て
お
り
、近
年
は
中

国・韓
国
の
急
追
が
見
ら
れ
る
も
の
の
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
ま
だ
圧
倒
的
に
優
位
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
に
お
い
て

は
、二
〇
〇
〇
年
以
降
、研
究
論
文
が
世
界
的
な

評
価
を
高
め
、歯
学
に
お
け
る
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン

ス（
存
在
感
）は
向
上
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、二
〇

〇
二
年
に
本
研
究
科
が
提
唱
し
た
次
世
代
の
歯

学「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
口
腔
健
康
科
学
」の
考
え

方
の
も
と
、文
部
科
学
省
特
別
経
費「
生
体
―
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
高
機
能
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
科
学

推
進
事
業（
二
〇
〇
七
―
二
〇
一
一
）」お
よ
び「
生

物‐非
生
物
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト・イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
の
創
成
事
業（
二
〇
一
二
―
）」を
東
北
大
学
金

属
材
料
研
究
所
や
同
医
工
学
研
究
科
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
、東
北
大
学
な
ら
で
は
の
学

際
融
合
的
な
歯
学
研
究
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、本
研
究
科
が
ま
と

　

日
本
、中
国
、韓
国
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
は
、第

二
次
世
界
大
戦
後
、欧
米
型
の
教
育
研
究
体
系

に
沿
っ
て
大
学
院
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、歯
学
の
よ
う
に
心
身
を
対
象
と
す
る
学
問

は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
民
族
的
形
態（
か
ら
だ

つ
き
と
そ
の
特
徴
）や
疾
病
構
造（
ど
の
よ
う
な

病
気
が
多
い
か
）は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、文
化
的
特

色（
健
康
や
死
生
観
に
対
す
る
意
識
）を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
よ
う
な

中
、東
ア
ジ
ア
の
連
携
の
も
と
東
ア
ジ
ア
の
特
色

を
活
か
し
た
教
育
研
究
体
系「
東
ア
ジ
ア
ス
タ
ン

め
役
と
な
っ
て「
東
ア
ジ
ア
の
学
際
融
合
的
歯
学
教

育
研
究
拠
点
」を
構
築
し
、東
ア
ジ
ア
の
中
心
的
大

学
と
の
連
携
に
よ
る「
大
学
院
共
同
教
育
」を
核

と
し
た
留
学
生
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
、そ
し
て「
国
際
知
」「
融
合
知
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
歯
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て「
東
ア

ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を
構
築
し
、日
本
を
含
む
東
ア

ジ
ア
の
歯
学・歯
科
医
療
レ
ベル
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。二
〇
一
一
年
に
仙
台
で

開
催
し
た
国
際
学
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、中

国
、韓
国
、モ
ン
ゴ
ル
か
ら
大
学
教
育
関
係
者
が
集
ま

り「C
urrent Activity of Research and 

Education in Asian Graduate Schools

」

と
題
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
十
二
月
に
北
京
大
学
、四
川
大
学

（
中
国
）、二
〇
一
二
年
三
月
に
は
天
津
医
科
大
学

（
中
国
）と
大
学
院
共
同
教
育
に
関
す
る
学
術
協

定
を
結
び
ま
し
た
。さ
ら
に
、現
在
、ソ
ウ
ル
大
学
、

全
南
大
学（
韓
国
）と
の
学
術
協
定
を
準
備
中
で

す
。こ
の
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、双
方
の
大

学
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
に
籍
を
置
い
た
ま

ま
、双
方
の
大
学
院
で
一
年
〜
一
年
半
の
留
学
経

験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。さ
ら

に
、提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
が
学
位
審
査
を
経
て

認
め
ら
れ
れ
ば
、双
方
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。就
学
期
間
を
通
し
て
、大
学
院
生
は
双

方
の
大
学
の
複
数
の
教
員
に
よ
る
研
究
指
導
を
受

け
な
が
ら
東
ア
ジ

ア
と
い
う
環
境
の

中
で
学
位
取
得
を

目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
育
っ
た

学
生
が
、将
来
、東

ア
ジ
ア
に
軸
足
を

置
き
、東
ア
ジ
ア
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
実

践
す
る
リ
ー
ダ
ー

と
な
れ
ば
と
、期
待

は
膨
ら
み
ま
す
。

地域に開かれた
大学図書館

米澤 誠 ◎ 文
text by Makoto Yonezawa

大
学
教
育
の
潮
流

米澤 誠（よねざわ まこと）
1959年生まれ
現職／東北大学附属図書館総務課長
専門／図書館経営論、図書館サービス論
http://tul.library.tohoku.ac.jp/

高橋 信博（たかはし のぶひろ）
1959年生まれ
現職／東北大学大学院歯学研究科副研究科長
　　　（教育研究担当）、教授
専門／口腔生化学
関連ホームページ／http://www.dent.tohoku.ac.jp/

東
ア
ジ
ア
の

歯
学
大
学
院
教
育
事
情

大
学
院
歯
学
共
同
教
育
に

お
け
る
日
本
の
役
割

二
〇
一
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

高
橋 

信
博
◎
文

text by Nobuhiro Takahashi
地 域 大 学と

02｜まなびの杜 61号 まなびの杜 61号｜01

　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
玄
関
脇
に
は
、「
平

日
毎
日
八
時
―
二
十
二
時 

図
書
館
開
館
中
！ 

土

日
祝
は
十
時
開
館
」と
い
う
大
き
な
ノ
ボ
リ
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。年
間
を
通
じ
、お
盆
と
年
末

年
始
以
外
は
閉
館
す
る
こ
と
な
く
、最
大
限
、学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
東
北
大
学
の
学
生
に
限
ら
ず
、他
大

学
の
学
生
や
高
校
生
、そ
し
て
一
般
市
民
の
方
も

利
用
で
き
ま
す
。そ
の
こ
と
は
仙
台
の
タ
ウ
ン
情

報
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、多
く
の
市
民
の
方
々

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
〇
一
一
年
度
に

は
、約
二
万
八
千
人
の
市
民
の
方
が
来
館
利
用
し

て
お
り
、東
北
大
学
の
中
で
も
屈
指
の
生
涯
学
習

施
設
と
な
って
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
、市
民
向
け
の
イ
ベ
ン

ト「
使
え
る
ん
で
す
！
大
学
図
書
館
」を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
で
は
、図
書
館
長
が
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
の
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
講
演
す

る
と
と
も
に
、地
下
書
庫
見
学
を
含
め
た
図
書
館

探
検
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は
、「
大
学
図
書
館
が
生
涯
学
習
の
場
と
な
る
と

は
、大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
多
く
の
蔵
書
に
驚
い

た
」「
こ
れ
か
ら
も
一
般
人
を
多
く
大
学
に
招
い

て
く
だ
さ
い
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、好

評
で
し
た
。

　

東
北
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、多
く
の

中
高
生
を
集
め
る
こ
と
で
有
名
で
す（
な
お
、朝

日
新
聞
出
版『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
３
年
版
』

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
数
で
は
、１
０
５

大
学
中
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
）。実
は
、そ
れ
以

外
の
時
期
で
も
、図
書
館
を
訪
問
し
て
く
る
中

学・高
校
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。引
率
し
て

き
た
教
員
の
方
に
聞
い
て
み
る
と
、決
ま
っ
て「
大

学
生
た
ち
の
勉
強
す
る
姿
と
、大
学
図
書
館
の
膨

大
な
図
書
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、生
徒

に
大
学
進
学
の
意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い
」と
の
言

葉
が
返
って
き
ま
す
。

　

中
高
校
生
向
け
の
図
書
館
ツ
ア
ー
で
は
、学
生
用

の
閲
覧
室
や
パ
ソ
コン
自
習
エ
リ
ア
、研
究
用
資
料
が

あ
る
地
下
書
庫
を
案
内
し
ま
す
。大
学
図
書
館
の

も
つ
多
数
の
図
書・雑
誌
に
驚
く
生
徒
は
、最
後
に

用
意
さ
れ
た『
解
体
新
書
』な
ど
の
古
典
籍
を
目
の

前
に
す
る
と
、「
こ
れ
は
本
物
で
す
か
？
」「
教
科
書

に
載
っ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
！
」と
の
声
を
あ
げ
ま

す
。と
り
わ
け
人
文
社
会
系
の
学
部
を
目
指
す
高

校
生
に
とって
は
、刺
激
的
な
見
学
ツ
ア
ー
と
な
って

い
る
の
で
、高
大
連
携
活
動
の
一
環
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
に
開
催
し
て
い
る
企
画
展
は
、年
に
一
度
の

図
書
館
資
料
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。二
〇

一
一
年
に
は「
煌
め
き
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
称
し

た
、図
書
館
創
立
百
周
年
の
企
画
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

そ
の
展
示
会
で
は
、国
宝
二
点（『
史
記
』と『
類

聚
国
史
』）を
始
め
と
し
、「
百
万
塔
陀
羅
尼
」、

「
奈
良
絵
本
」、「
嵯
峨
本
」、「
徳
川
秀
忠
書
状
」

な
ど
の
日
本
の
文
化
を
た
ど
る
歴
史
的
資
料
や
、

『
資
本
論
』『
種
の
起
源
』な
ど
の
西
洋
古
典
の
初

版
本
、夏
目
漱
石
直
筆
の
画
幅
や
漱
石
か
ら
土
井

晩
翠
に
宛
て
ら
れ
た
絵
は
が
き
な
ど
、貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。来
場
者
か

ら
は「
東
北
大
の
学
問
に
関
す
る
熱
意
を
感
じ

た
」「
日
本
の
宝
を
今
後
も
大
切
に
保
存
し
て
後

世
に
残
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
は
、貴
重
な
古
典
資

料
を
所
蔵
す
る
日
本
で
も
有
数
の
図
書
館
で
す

の
で
、今
後
も
学
術・文
化
へ
の
興
味
を
促
す
展
示

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
地
域
に
開
か
れ
て
い
る

生
涯
学
習
施
設

中
高
校
生
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

図
書
館
ツ
ア
ー

学
術・文
化
へ
の
興
味
を
促
す

図
書
館
資
料
の
展
示

多くの市民の方々が集まった
大学図書館を紹介するイベント

解体新書

ひ
ゃ
く
ま
ん
と
う

だ
ら
に

歯
学
研
究
科
の
目
指
す
大
学
院
国
際
共
同
教
育

―
東
ア
ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
模
索
―

国際学会ポスター会場

2011年3月7～8日に仙台市内にて開催した国際学会
シンポジウムでの記念写真
中国、韓国、モンゴル、日本の講演者が集合
右より、Wei Li先生（四川大学華西口腔医学院教授）、
Guo Chuanbin先生（北京大学口腔医学院副学部長）、佐々木啓一 
東北大学歯学研究科長、Amarsaikhan Bazar先生（ウランバート
ル大学歯学部長）、Sun-Hun Kim先生（全南大学校歯科大学長）、
Li Chang-Yi先生（天津医科大学副学部長）、筆者



ダ
ー
ド
」の
確
立
が
望
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
へ
の
留
学
希
望
者
は
常
に

一
定
数
お
り
、と
く
に
東
北
大
学
は
魯
迅
ゆ
か
り

の
大
学
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
中
国
か
ら
の
留
学
生

に
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、日
本
の

歯
学
研
究
の
水
準
は
、質・量
と
も
、世
界
で
は
米

国
に
次
ぐ
位
置
を
維
持
し
て
お
り
、近
年
は
中

国・韓
国
の
急
追
が
見
ら
れ
る
も
の
の
東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
ま
だ
圧
倒
的
に
優
位
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
に
お
い
て

は
、二
〇
〇
〇
年
以
降
、研
究
論
文
が
世
界
的
な

評
価
を
高
め
、歯
学
に
お
け
る
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン

ス（
存
在
感
）は
向
上
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、二
〇

〇
二
年
に
本
研
究
科
が
提
唱
し
た
次
世
代
の
歯

学「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
口
腔
健
康
科
学
」の
考
え

方
の
も
と
、文
部
科
学
省
特
別
経
費「
生
体
―
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
高
機
能
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
科
学

推
進
事
業（
二
〇
〇
七
―
二
〇
一
一
）」お
よ
び「
生

物‐非
生
物
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト・イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
の
創
成
事
業（
二
〇
一
二
―
）」を
東
北
大
学
金

属
材
料
研
究
所
や
同
医
工
学
研
究
科
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
お
り
、東
北
大
学
な
ら
で
は
の
学

際
融
合
的
な
歯
学
研
究
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、本
研
究
科
が
ま
と

　

日
本
、中
国
、韓
国
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
は
、第

二
次
世
界
大
戦
後
、欧
米
型
の
教
育
研
究
体
系

に
沿
っ
て
大
学
院
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、歯
学
の
よ
う
に
心
身
を
対
象
と
す
る
学
問

は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
民
族
的
形
態（
か
ら
だ

つ
き
と
そ
の
特
徴
）や
疾
病
構
造（
ど
の
よ
う
な

病
気
が
多
い
か
）は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、文
化
的
特

色（
健
康
や
死
生
観
に
対
す
る
意
識
）を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
よ
う
な

中
、東
ア
ジ
ア
の
連
携
の
も
と
東
ア
ジ
ア
の
特
色

を
活
か
し
た
教
育
研
究
体
系「
東
ア
ジ
ア
ス
タ
ン

め
役
と
な
っ
て「
東
ア
ジ
ア
の
学
際
融
合
的
歯
学
教

育
研
究
拠
点
」を
構
築
し
、東
ア
ジ
ア
の
中
心
的
大

学
と
の
連
携
に
よ
る「
大
学
院
共
同
教
育
」を
核

と
し
た
留
学
生
受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
、そ
し
て「
国
際
知
」「
融
合
知
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
歯
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て「
東
ア

ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を
構
築
し
、日
本
を
含
む
東
ア

ジ
ア
の
歯
学・歯
科
医
療
レ
ベル
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。二
〇
一
一
年
に
仙
台
で

開
催
し
た
国
際
学
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、中

国
、韓
国
、モ
ン
ゴ
ル
か
ら
大
学
教
育
関
係
者
が
集
ま

り「C
urrent Activity of Research and 

Education in Asian Graduate Schools

」

と
題
し
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
十
二
月
に
北
京
大
学
、四
川
大
学

（
中
国
）、二
〇
一
二
年
三
月
に
は
天
津
医
科
大
学

（
中
国
）と
大
学
院
共
同
教
育
に
関
す
る
学
術
協

定
を
結
び
ま
し
た
。さ
ら
に
、現
在
、ソ
ウ
ル
大
学
、

全
南
大
学（
韓
国
）と
の
学
術
協
定
を
準
備
中
で

す
。こ
の
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、双
方
の
大

学
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
に
籍
を
置
い
た
ま

ま
、双
方
の
大
学
院
で
一
年
〜
一
年
半
の
留
学
経

験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。さ
ら

に
、提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
が
学
位
審
査
を
経
て

認
め
ら
れ
れ
ば
、双
方
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。就
学
期
間
を
通
し
て
、大
学
院
生
は
双

方
の
大
学
の
複
数
の
教
員
に
よ
る
研
究
指
導
を
受

け
な
が
ら
東
ア
ジ

ア
と
い
う
環
境
の

中
で
学
位
取
得
を

目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
こ
で
育
っ
た

学
生
が
、将
来
、東

ア
ジ
ア
に
軸
足
を

置
き
、東
ア
ジ
ア
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
実

践
す
る
リ
ー
ダ
ー

と
な
れ
ば
と
、期
待

は
膨
ら
み
ま
す
。
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大学図書館
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東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
玄
関
脇
に
は
、「
平

日
毎
日
八
時
―
二
十
二
時 

図
書
館
開
館
中
！ 

土

日
祝
は
十
時
開
館
」と
い
う
大
き
な
ノ
ボ
リ
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。年
間
を
通
じ
、お
盆
と
年
末

年
始
以
外
は
閉
館
す
る
こ
と
な
く
、最
大
限
、学

習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
東
北
大
学
の
学
生
に
限
ら
ず
、他
大

学
の
学
生
や
高
校
生
、そ
し
て
一
般
市
民
の
方
も

利
用
で
き
ま
す
。そ
の
こ
と
は
仙
台
の
タ
ウ
ン
情

報
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、多
く
の
市
民
の
方
々

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。二
〇
一
一
年
度
に

は
、約
二
万
八
千
人
の
市
民
の
方
が
来
館
利
用
し

て
お
り
、東
北
大
学
の
中
で
も
屈
指
の
生
涯
学
習

施
設
と
な
って
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
、市
民
向
け
の
イ
ベ
ン

ト「
使
え
る
ん
で
す
！
大
学
図
書
館
」を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
で
は
、図
書
館
長
が
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
の
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
講
演
す

る
と
と
も
に
、地
下
書
庫
見
学
を
含
め
た
図
書
館

探
検
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら

は
、「
大
学
図
書
館
が
生
涯
学
習
の
場
と
な
る
と

は
、大
変
勉
強
に
な
っ
た
」「
多
く
の
蔵
書
に
驚
い

た
」「
こ
れ
か
ら
も
一
般
人
を
多
く
大
学
に
招
い

て
く
だ
さ
い
」な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、好

評
で
し
た
。

　

東
北
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、多
く
の

中
高
生
を
集
め
る
こ
と
で
有
名
で
す（
な
お
、朝

日
新
聞
出
版『
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
３
年
版
』

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
数
で
は
、１
０
５

大
学
中
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す
）。実
は
、そ
れ
以

外
の
時
期
で
も
、図
書
館
を
訪
問
し
て
く
る
中

学・高
校
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。引
率
し
て

き
た
教
員
の
方
に
聞
い
て
み
る
と
、決
ま
っ
て「
大

学
生
た
ち
の
勉
強
す
る
姿
と
、大
学
図
書
館
の
膨

大
な
図
書
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、生
徒

に
大
学
進
学
の
意
欲
を
高
め
て
ほ
し
い
」と
の
言

葉
が
返
って
き
ま
す
。

　

中
高
校
生
向
け
の
図
書
館
ツ
ア
ー
で
は
、学
生
用

の
閲
覧
室
や
パ
ソ
コン
自
習
エ
リ
ア
、研
究
用
資
料
が

あ
る
地
下
書
庫
を
案
内
し
ま
す
。大
学
図
書
館
の

も
つ
多
数
の
図
書・雑
誌
に
驚
く
生
徒
は
、最
後
に

用
意
さ
れ
た『
解
体
新
書
』な
ど
の
古
典
籍
を
目
の

前
に
す
る
と
、「
こ
れ
は
本
物
で
す
か
？
」「
教
科
書

に
載
っ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
！
」と
の
声
を
あ
げ
ま

す
。と
り
わ
け
人
文
社
会
系
の
学
部
を
目
指
す
高

校
生
に
とって
は
、刺
激
的
な
見
学
ツ
ア
ー
と
な
って

い
る
の
で
、高
大
連
携
活
動
の
一
環
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

秋
に
開
催
し
て
い
る
企
画
展
は
、年
に
一
度
の

図
書
館
資
料
を
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。二
〇

一
一
年
に
は「
煌
め
き
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
称
し

た
、図
書
館
創
立
百
周
年
の
企
画
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

そ
の
展
示
会
で
は
、国
宝
二
点（『
史
記
』と『
類

聚
国
史
』）を
始
め
と
し
、「
百
万
塔
陀
羅
尼
」、

「
奈
良
絵
本
」、「
嵯
峨
本
」、「
徳
川
秀
忠
書
状
」

な
ど
の
日
本
の
文
化
を
た
ど
る
歴
史
的
資
料
や
、

『
資
本
論
』『
種
の
起
源
』な
ど
の
西
洋
古
典
の
初

版
本
、夏
目
漱
石
直
筆
の
画
幅
や
漱
石
か
ら
土
井

晩
翠
に
宛
て
ら
れ
た
絵
は
が
き
な
ど
、貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。来
場
者
か

ら
は「
東
北
大
の
学
問
に
関
す
る
熱
意
を
感
じ

た
」「
日
本
の
宝
を
今
後
も
大
切
に
保
存
し
て
後

世
に
残
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
は
、貴
重
な
古
典
資

料
を
所
蔵
す
る
日
本
で
も
有
数
の
図
書
館
で
す

の
で
、今
後
も
学
術・文
化
へ
の
興
味
を
促
す
展
示

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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生
体
用
金
属
と
は
？

一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
？

生
体
用
金
属
に
求
め
ら
れ
る
性
質
と
は
？

骨
の
性
質
に
近
い
チ
タ
ン
合
金

・Ｔ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
の
開
発

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
需
要
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1951年生まれ
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体
内
で
使
用
さ
れ
る
金
属
。こ
の
言
葉
か
ら
、皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。身
近
な
も
の
と
し
て
は
、虫
歯
の
治
療
の

後
、歯
に
か
ぶ
せ
る
金
歯
で
し
ょ
う
か
。も
し
か
し
た
ら
、ご
家
族
に
骨
折
や

病
気
な
ど
で
、本
来
の
骨
の
代
わ
り
に
、金
属
で
作
ら
れ
た
人
工
骨
を
、大

腿
骨
な
ど
、足
に
埋
め
込
ん
で
い
る
方
がい
ら
っし
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
内
に
埋
め
込
む
医
療
用
器
具
を
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
呼
び
ま
す
。整
形

外
科
、循
環
器
外
科・内
科
、歯
科
領
域
に
おい
て
、欠
損
あ
る
い
は
生
体
機

能
の
低
下
し
た
体
の

一
部
を
補
う
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
が
開
発
さ
れ
、使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。例

え
ば
、骨
折
を
治
療

す
る
際
に
、骨
折
し
た

箇
所
が
治
癒
す
る
ま

で
動
か
な
い
よ
う
に
固

定
す
る
骨
折
固
定
具

や
、す
り
減
っ
て
し
ま

っ
た
関
節
の
代
わ
り
と

な
る
人
工
関
節
、そ
の

他
に
も
人
工
骨
、人
工
心
臓
、人
工
歯
根
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、医
療
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
を
大
別
す
る
と
、金
属
、セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
、高
分
子
の
三
種
類
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
材
料
は
、そ
れ

ぞ
れ
に
長
所
、短
所
が
あ
り
、使
用
目
的
に
応
じ
て
、ど
の
材
料
を
使
用

す
る
の
か
を
選
択
し
ま
す
。

　

人
間
の
体
の
中
で
も
、骨
は
体
の
骨
格
を
形
成
し
、体
重
を
支
え
る

非
常
に
重
要
な
器
官
で
す
。こ
の
骨
の
代
わ
り
に
、人
工
骨
を
使
用
す
る

場
合
、骨
の
役
割
を
担
い
、さ
ら
に
は
、
一
度
体
内
に
埋
め
込
ん
だ
後
、

長
年
に
渡
っ
て
使
用
し
て
も
、壊
れ
て
再
手
術
と
な
ら
な
い
よ
う
、人
工

骨
は
丈
夫
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

金
属
は
、皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、建
物
や
車
な
ど
に
も
使
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
高
分
子
に
比
べ
て
、非
常
に
高
い
機
械

的
強
度
を
持
っ
た
材
料
な
の
で
す
。現
在
、使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
用
材

料
の
約
七
〇
％
が
、金
属
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
属
に
は
、皆
さ
ん
の
よ
く
知
っ
て
い
る
金
、銀
、銅
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や

鉄
以
外
に
も
様
々
な
種
類
の
金
属
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、生
体
用

金
属
と
し
て
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、チ
タ
ン
や
チ
タ
ン
合
金
、コ
バ

ル
ト
│
ク
ロ
ム
合
金
、ス
テ
ン
レ
ス
鋼
な
ど
で
す
。二
種
類
以
上
の
金
属

元
素
で
構
成
さ
れ
た
金
属
を
合
金
と
い
い
ま
す
。今
回
の
話
の
主
役
で

あ
る
チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ
ン
合
金
は
、軽
く
て
強
い
金
属
で
、飛
行
機
や
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
、さ
ら
に
は
眼
鏡
な
ど
の
日
用
品
に
も
使
わ
れ
て
い
る
非
常

に
丈
夫
な
金
属
で
す
。

　

お
し
ゃ
れ
で
身
に

着
け
る
ピ
ア
ス
な
ど

に
、チ
タ
ン
が
使
用
さ

れ
て
い
る
の
を
ご
存

じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。チ
タ
ン

は
、電
熱
線
や
電
池

に
使
用
さ
れ
て
い
る
ニ

ッ
ケ
ル
な
ど
の
金
属

と
は
異
な
り
、金
属
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
に

く
い
た
め
、体
に
直
接

身
に
着
け
る
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

生
体
用
金
属
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、次
の
よ
う
な
性
質
が
求
め
ら
れ

ま
す
。①
生
体
に
対
し
て
毒
性
が
な
く
、金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
に
く

い
、②
生
体
組
織
と
仲
が
良
く
、害
を
与
え
な
い（
生
体
組
織
へ
の
適
合
性

に
優
れ
る
）、③
優
れ
た
力
学
的
特
性
を
持
つ
、④
さ
び
た
り
、有
害
な
物

質
と
な
っ
て
体
内
に
溶
け
出
し
た
り
し
な
い（
耐
食
性
が
良
い
）、で
す
。

　

①
に
つい
て
は
、カ
ド
ミ
ウ
ム
や
水
銀
の
よ
う
に
、体
内
に
蓄
積
さ
れ
る

と
人
体
に
有
害
な
金
属
も
存
在
し
ま
す
。ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起

こ
す
金
属
が
皮
膚
と
接
触
し
た
場
合
、全
身
に
発
赤
、湿
疹
な
ど
の
症

状
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
内
で
使
用
す
る
金
属
は
、生
体
に
対

し
て
、無
毒
性
か
つ
非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

②
は
、人
間
の
体
は
と
て
も
い
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、異
物
が
体
内

に
入
っ
て
く
る
と
、何
か
悪
さ
を
し
な
い
よ
う
に
そ
れ
ら
を
特
別
な
細
胞(

線
維
質
細
胞)

で
覆
っ
て
閉
じ
込
め
て
し
ま
い
生
体
組
織
に
適
合
す
る
よ

う
に
し
ま
す
が
、生
体
組
織
適
合
性
が
良
好
な
程
、線
維
質
細
胞
の
形

成
が
少
な
く
な
り
ま
す
。③
に
つ
い
て
は
、長
期
間
繰
り
返
し
か
か
る
体

重
に
対
す
る
強
さ
や
衝
撃
に
対
す
る
強
さ
も
、備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

④
は
、人
間
の
体
の
大
部
分
は
水
分
で
で
き
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な

環
境
は
、金
属
に
と
っ
て
非
常
に
過
酷
な
環
境
で
あ
り
、金
属
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、錆
び
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
り
、体
内
に
溶
け
出
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
な
る
と
、体
内
に
埋
め
込
ん
だ
医
療
用
器
具
に

不
具
合
が
生
じ
た
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

安
全
性
の
観
点
か
ら
、こ
れ
ら
の
厳
し
い
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
金
属
だ

け
が
、生
体
用
金
属
と
し
て
使
用
で
き
る
の
で
す
。チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ

ン
合
金
は
、こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
生
体
用
金
属
と
し
て
非
常
に
優

秀
な
金
属
な
の
で
す
。チ
タ
ン
は
酸
素
と
結
び
つ
き
や
す
く
、そ
の
表
面

は
、非
常
に
薄
い
酸
化
物
の
保
護
膜
で
覆
わ
れ
ま
す
。こ
の
性
質
に
よ

り
、チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ
ン
合
金
は
優
れ
た
耐
食
性
を
示
す
の
で
す
。

　

人
工
骨
と
し
て
使
用
さ
れ
る
チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ
ン
合
金
に
必
要
な
性

質
は
、実
は
こ
れ
ら
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。金
属
と
私
た
ち
の
骨
を
構
成

し
て
い
る
元
素
以
外
に
違
う
の
は
、「
弾
性
率
」と
呼
ば
れ
る
力
学
的
特
性

で
す
。弾
性
率
と
は
、材
料
に
力
が
か
か
っ
た
場
合
に
、ど
れ
だ
け
変
形
す

る
か
と
い
う
性
質
で
す
。金
属
は
骨
と
比
べ
て
弾
性
率
が
非
常
に
高
い
、す

な
わ
ち
、力
が
か
か

っ
て
も
、あ
ま
り
変

形
し
な
い
の
で
す
。

弾
性
率
の
高
い
金

属
で
作
っ
た
骨
折

固
定
具
や
人
工
骨

を
大
腿
骨
に
入
れ

た
場
合
、ほ
ぼ
す
べ

て
の
体
重
は
金
属

の
方
へ
か
か
り
、本

来
の
骨
の
方
に
は

か
か
ら
な
く
な
り

ま
す
。生
物
の
体

は
、住
む
環
境
に
合
わ
せ
て
進
化
し
た
り
、退
化
し
た
り
し
ま
す
。そ
う
な
る

の
は
長
い
年
月
で
の
話
で
す
が
、短
い
期
間
で
も
例
え
ば
、皮
膚
の
よ
く
擦

れ
る
部
分
が
強
化
さ
れ
て
タ
コ
が
で
き
た
り
、あ
ま
り
運
動
し
な
い
と
筋
肉

が
衰
え
た
り
し
ま
す
。そ
れ
ら
と
同
じ
で
、体
重
が
か
か
ら
な
く
な
る
と
、骨

は
丈
夫
で
あ
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で
、ど
ん
ど
ん
薄
く
な
り
、弱
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
、人

工
骨
に
も
、元
々
あ
る
骨
に

も
体
重
が
均
等
に
加
わ
る
よ

う
に
、両
者
の
弾
性
率
が
同

じ
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、こ
こ
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
、骨
と
同
じ
く

ら
い
の
弾
性
率
を
持
つ
チ
タ

ン
合
金
・Ｔ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
を
開
発

し
ま
し
た
。Ｔ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
は
、チ

タ
ン
に
、ニ
オ
ブ
、タ
ン
タ
ル
、

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
と
い
う
金
属
を
少
量
混
ぜ
て
作
っ
た
合
金
で
す
。あ
ま
り
聞

き
な
れ
な
い
名
前
の
金
属
ば
か
り
で
す
が
、ニ
オ
ブ
は
鉄
鋼
材
料
の
添
加

物
に
、タ
ン
タ
ル
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
し
て
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
は
、原
子
炉
の
燃
料
棒
の
被
覆
材
料
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
金
属
で
す
。こ
れ
ら
は
、す
べ
て
生
体
に
対
し
て
無
毒
、

非
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
金
属
で
す
。私
た
ち
は
現
在
、こ
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
の
実
用

化
に
向
け
て
、日
々
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
は
、四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
均
寿
命
も
男
女
と
も
に
伸
び
続
け
て
い
ま

す
。皆
が
長
生
き
で
き
る
時
代
と
な
り
、加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

や
疾
病
な
ど
に
よ
る
身
体
の
欠
損
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。老
後
も
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、生
体
用
チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ

ン
合
金
を
始
め
と
す
る
生
体
用
金
属
で
作
ら
れ
た
医
療
用
器
具
の
需
要

は
、こ
れ
か
ら
も
加
速
度
的
に
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、よ
り
安
全
で
利
便
性
の
高
い
生
体
用
金
属
の
開
発
や
改

良
に
、日
夜
励
ん
で
い
ま
す
。優
れ
た
生
体
組
織
適
合

性
、耐
久
性
、力
学
的
強
度
を
兼
ね
備
え
た
合
金
を
開

発
す
る
こ
と
で
、患
者
の
負
担
を
軽
減
し
、生
き
生
き
と

し
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。



2月1日に東北大学は、未来型医療を
築いて震災復興に取り組む新組織、東
北メディカル・メガバンク機構を発足。被
災地の地域医療再建と健康支援に取
り組みながら、医療情報とゲノム情報を
複合させたバイオバンクを構築します。
それらの情報と解析結果に基づく新し
い医療を創出し、被災地への医療人の
求心力向上、産学連携の促進、関連
分野の雇用創出、そして被災地区の医
療復興の実現を目指します。

東北大学の動き
N E W S - B O X

大渕憲一（おおぶち けんいち）
１９５０年生まれ
現職／東北大学大学院文学研究科長、教授
専門／社会心理学、犯罪心理学
http://www.sal.tohoku.ac.jp/psychology/
conflict/index-j.html
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心
身
の
健
康
が
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
る

こ
と
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。社
会
生
活
に

お
い
て
ス
ト
レ
ス
は
不
可
避
な
の
で
、こ
れ
に
い
か

に
対
処
す
る
か
が
健
康
を
維
持
す
る
上
で
重
要

で
す
。健
康
な
人
た
ち
と
は
ス
ト
レ
ス
対
処
が
上

手
な
人
た
ち
で
す
。物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考

え
る
と
か
気
分
転
換
が
上
手
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
、豊
か
な
人
間
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も

重
要
で
す
。実
際
、家
族
や
友
人
に
恵
ま
れ
て
い

る
人
ほ
ど
健
康
で
長
寿
で
あ
る
と
い
う
調
査
デ

ー
タ
が
、世
界
各
国
に
見
ら
れ
ま
す
。「
憎
ま
れ
っ

子
、世
に
は
ば
か
る
」「
佳
人
薄
命
」と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、人
に
好
か
れ
愛
さ
れ
る
人
の
方
が
長

生
き
す
る
よ
う
で
す
。

　
対
人
関
係
の
顕
著
な
健
康
増
進
効
果
は
愛
着

（
特
定
他
者
に
対
し
て
接
近
と
接
触
を
求
め
る
強

い
欲
求
を
持
つ
心
理
状
態
）と
い
う
現
象
に
見
ら

れ
ま
す
。幼
児
は
母
親
に
愛
着
を
持
ち
、常
に
母

親
の
そ
ば
に
居
よ
う
と
し
ま
す
。特
に
、初
め
て
の

場
所
や
人
に
遭
遇
す
る
と
不
安
が
強
ま
り
、母
親

に
し
が
み
つ
き
ま
す
。し
か
し
、母
親
と
の
接
触
に

よ
っ
て
不
安
が
鎮
ま
る
と
、動
き
出
し
て
対
象
に

つ
い
て
探
索
行
動
を
開
始
し
ま
す
。つ
ま
り
、未
知

の
場
所
や
人
は
子
ど
も
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
な
の

で
す
が
、愛
着
対
象
と
の
接
触
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス

は
和
ら
げ
ら
れ
、探
索
行
動
と
い
う
建
設
的
行
動

が
促
さ
れ
る
の
で
す
。そ
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で
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は
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の
安
全
基
地
と
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、安
定
し
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愛
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。

　
近
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が
大
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に
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る
の
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ら
れ
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に
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も
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こ
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や
ス
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す
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と
、こ
う
し
た
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着
対
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し
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の
交
流
の
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を
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ま
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れ
は
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や
不
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を
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、困
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に
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を
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着
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象
は
大
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に
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も
ス
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レ
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対
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に
役
立
つ
も
の
な
の
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す
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と
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不
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ど
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鎮
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に
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に
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に
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自
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の
気
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は
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業
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、
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の
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に
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る
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自
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ポ
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テ
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な
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着
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と
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自
己
防
衛

心
を
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的
な
行
動
へ
と
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を
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か
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を
自
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拡
張
効
果
と
呼
ん
で
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ま
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萎
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さ
せ
、し
ば
し
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に
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る
猜
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と
自
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す
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着
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と
の
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は
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を
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し
、他
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と
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す
る
信
頼
感
を
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復
さ
せ
る
と

考
え
ら
れ
て
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ま
す
。

　
愛
着
対
象
の
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軽
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果
は
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接
的

接
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だ
け
で
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
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は
あ
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ま
せ
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。愛
着
対
象
の
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真
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り
、顔
や
姿
を
思
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浮
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り
、そ
の
名
前
を
つ
ぶ
や
い
た
り
す
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こ
と
に
も
、類
似
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
人
が
家

族
や
恋
人
の
写
真
を
携
帯
電
話
で
持
ち
歩
き
、そ

の
存
在
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
記
念
品（
指
輪
や
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り
物
）を
身
近
に
置
こ
う
と
す
る
の
は
、そ
の
ス
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を
薄
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っ
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る
か
ら
で
は
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で
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ょ
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3月28日、宇宙航空研究開発機構
（JAXA）が、2013年度打ち上げ予定
のALOS-2（陸域観測技術衛星２号）に
搭載する４副衛星を発表しました。その
一つに、東北大学と北海道大学が共同
開発した「雷神２（RISING－２）」が採
択されました。これは、高性能カメラによ
る様々な波長の光で地表や大気現象を
撮影するなど、小型衛星による科学観
測方法に新たな道を拓くことを主な目的
としています。

本学加齢医学研究所は、ユヴァスキュ
ラ大学と学術交流協定を締結。2012
年度より、認知加齢、認知刺激、運動
生活介入、脳機能マッピングに関する
共同研究を展開する予定です。ユヴァ
スキュラ大学は、自然科学、人間科学
領域を中心とした７学部６研究所を擁
し、教員約１４００名、学生約１万５千名
を数えます。フィンランド国立大学として
は、ヘルシンキ大学に次ぐ２位にランク
される総合大学です。

東北メディカル・メガバンク
機構の発足

超小型地球観測衛星「雷神２」の
小型副衛星採択

ユヴァスキュラ大学（フィンランド）と
学術交流協定を締結

4月20日、ド・モンフォート大学(英国)の
ドミニク・シェラード学長一行が来学。両
大学間の心理学を含む災害科学分野
における協力の在り方について、意見
交換を行いました。夕刻には、2011年
９月にド・モンフォート大学に招へいされ
た本学学生が参加する懇談会が開催
されました。25日には、英国大使公邸に
おいて、両大学の今後の連携推進を目
的とする覚書が、シェラード学長と里見
進総長の間で締結されました。

4月13日に、本学加齢医学研究所スマ
ート・エイジング国際共同研究センターに
おいて、2012年度スマート・エイジング・
カレッジ開講式を行いました。この事業
は、公募した地域の皆様約100名を受
講生とし、１年間の講義コースを実施しま
す。「スマート・エイジング」をテーマに、地
域の方々と東北大学の若手研究者や
大学院生が共に学びあう場を作り出す
ことで、生きた研究環境の実現に取り組
んでいきます。

６月６日、スブラ・スレッシュＮＳＦ（National 
Science Foundation）長官が来学しま
した。里見進総長と懇談し、災害科学分
野における学際的な研究の推進などに
ついて意見交換がなされました。また、本
学AIMR（原子分子材料科学高等研究
機構）の視察後、本学の災害科学国際
研究所を訪れて、ロボット（Ｑｕｉｎｃｅ）のデ
モンストレーションを視察し関係教員と懇
談。さらに名取市閖上地区の被災地を
視察しました。

ド・モンフォート大学(英国)の
シェラード学長が来訪

スマート・エイジング・カレッジ
開講式の開催

スレッシュ 米国ＮＳＦ長官が
来訪
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愛着対象との接触による自己拡張効果
（Mikulincer et al. （2007）より作図）
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2月1日に東北大学は、未来型医療を
築いて震災復興に取り組む新組織、東
北メディカル・メガバンク機構を発足。被
災地の地域医療再建と健康支援に取
り組みながら、医療情報とゲノム情報を
複合させたバイオバンクを構築します。
それらの情報と解析結果に基づく新し
い医療を創出し、被災地への医療人の
求心力向上、産学連携の促進、関連
分野の雇用創出、そして被災地区の医
療復興の実現を目指します。

東北大学の動き
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における協力の在り方について、意見
交換を行いました。夕刻には、2011年
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た本学学生が参加する懇談会が開催
されました。25日には、英国大使公邸に
おいて、両大学の今後の連携推進を目
的とする覚書が、シェラード学長と里見
進総長の間で締結されました。
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研究所を訪れて、ロボット（Ｑｕｉｎｃｅ）のデ
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Line-up of Leading-edge
Research

最新の研究ラインナップ

Award-Winning 栄誉の受賞

本学大学院理学研
究科・高山あかり大
学院生と本学原子
分子材料科学高等
研究機構・高橋隆
教授、大阪大学産
業科学研究所・小
口多美夫教授らの
研究グループは、
次世代のスピント
ロニクスデバイスの動作メカニズムである「ラシュバ効果」が、半導
体と金属の界面（接合面）で起きていることを突き止めました。この
発見は、物質の接合面を利用した次世代デバイスの開発への道を
拓くものです。本研究成果は、米国化学会誌 Nano Letters に掲載さ
れました。

本学原子分子材料科学高等研
究機構・中山幸仁准教授らと本
学金属材料研究所・横山嘉彦准
教授らの研究グループは、ガス
アトマイズ法を用いてアモルフ
ァス合金からナノワイヤーを大
量に生産する手法の開発に成
功しました。今回の開発は、マイ
クロ・ナノサイズ構造部材、高感
度磁気センサー素子、大きな表
面積のある触媒材料、燃料電池
電極材料などの発展に大きく貢
献するものです。この研究成果
は、米国化学会誌 Nano Letters 
に掲載されました。

地球のマントルは化学組成の異なる2層構造だった！
─地球科学の定説覆す─

ナノ結晶化が高分子フィルムの電気伝導性を
飛躍的に向上

08｜まなびの杜 61号 まなびの杜 61号｜07

本学大学院理学研究
科の村上元彦准教授
は、高輝度光科学研究
センター、東京工業大
学、海洋研究開発機構
との共同研究で、地球
深部に相当する条件
において地球のマント
ル鉱物の高精度弾性波速度測定に世界
で初めて成功。マントルが化学組成の異
なる２層構造であることを突き止めまし
た。これはこれまでの定説を覆し、地球内
部の基本構造、形成と進化の歴史に見直
しを迫る重要な成果であり、英国科学誌 
Nature オンライン版に発表されました。

高輝度光科学研究センター（JASRI）、東
北大学、山梨大学は、次世代有機電子材料
として注目されている導電性高分子材料
PEDOT:PSS（ピードット・ピーエスエス）フ
ィルムにおけるPEDOT分子のナノサイズ
結晶化を、世界で初めて発見しました。これ
により、高い電気伝
導性の起源がナノ結
晶による階層的な高
分子構造（階層構
造）にあることを明ら
かにし、導電性高分
子フィルムの新たな
開発製造の指針を示
しました。

2012.06.08 2012.06.13

2012.05.15

有機分子を用いた
高エネルギー密度リチウムイオン電池の開発に成功

脳細胞を雌雄で違う形にする遺伝子の仕組みを解明
─染色体のねじを緩める雌型脳、締める雄型脳ができる？─

2012.04.19 
アモルファス合金ナノワイヤーの大量生産法の開発 
─ナノテクノロジーの新たな幕開け─

半導体-金属界面で巨大なラシュバ効果を発見
─次世代の省エネルギーデバイス開発に向けて大きな進展─

本学大学院生命科学研
究科の伊藤弘樹研究員
ら山元大輔教授の研究
グループは、ショウジョ
ウバエの脳の性差を生
み出す遺伝子の仕組み
を研究し、染色体を折り
畳んで遺伝情報を読み
にくくすると雄の形の
神経細胞がつくられ、
染色体をほどくと雌の
形になることを解明し
ました。これは、行動の性差は神経細胞の性差から生まれ、なぜ男女
が違う行動をするかに答える成果と言えます。この研究は、米国の
科学雑誌 Cell に掲載されました。

本学多元物質科
学研究所の本間
格教授らは、レア
メタルフリーの
有機正極材料を
用いた新タイプ
の高エネルギー
密度型リチウムイオン電池の開発
に成功しました。この研究は、内閣
府・最先端研究開発支援プログラム
「高性能蓄電デバイス創製に向け
た革新的基盤研究」（中心研究者／
東京大学・水野哲孝教授）によって
推進されました。この研究成果は、
英国ネイチャー系オンライン科学誌 Scientific Reports に掲載されました。

平成24年春の叙勲で阿部博之元総長が瑞宝大綬章を受章
平成24年春の褒章で医学系研究科・山本雅之教授および流体科学研究所・圓山重直教授が紫綬褒章を受章
電気通信研究所・大野英男教授がIEEE David Sarnoff Award 2012 を受賞
工学研究科・阿部誠助教らの論文が平成２３年度日本生体医工学会論文賞・阪本賞を受賞
流体科学研究所・宮田一司助教が平成23年度日本冷凍空調学会賞（学術賞）を受賞
生命科学研究科・牧野能士助教が日本進化学会研究奨励賞を受賞

05／01

05／09
05／17
05／22
06／06

多元物質科学研究所・阿尻雅文教授がGSC賞文部科学大臣賞を受賞
金属材料研究所・内田健一助教が第26回 「独創性を拓く 先端技術大賞 文部科学大臣賞（最優秀賞）」受賞
工学研究科都市・建築学専攻石田研究室の仙台スマートコミュニティ計画の提案が、 
第5回ロッテルダム国際都市建築ビエンナーレのコンペ部門で最優秀賞を受賞
薬学研究科・平塚真弘准教授が日本医療薬学会学術貢献賞を受賞
工学研究科・田中秀治准教授が第4回ドイツイノベーションアワード「ゴットフリード・ワグネル賞」（奨励賞）を受賞

06／11
06／15
06／25

06／27
06／28

本学大学院経済学
研究科の吉田研究
室（加齢経済学）で
は、研究科内の情報
システムスタッフと
共同で、リアルタイ
ムで日本の少子化
の状況がわかる「子
ども人口時計」のソ
フトウェアを制作し、
インターネット上に
公表しました。これにより、およそ100秒に1人の速さで子どもが減
少しており、約365000日後の3011年5 月には日本の子ども数
は1人になると予測されました。一刻も早く効果的な少子化対策を
打ち出すことが希求されます。

本学金属材料研究所の松尾元彰講師、大学院生・黒本晋吾氏
（現 東レ株式会社）、折茂慎一教授の研究グループは、本学原子
分子材料科学高等研究機構（現 同研究所博士研究員）・佐藤豊
人博士、本学大学院工学研究科・大口裕之特任助教および高村
仁教授らと共同で、室温で高速ナトリウムイオン伝導を示し電気
化学的に安定な、新たな錯体水素化物の合成に成功。この成果
は、全固体ナトリウムイオン二次電池に応用できるものと期待
されます。

2012.05.10

「1000年後の5月5日の子どもの日は来ない？！」
─少子化の状況がわかる「子ども人口時計」を公表─

新たな錯体水素化物の合成に世界で初めて成功
─次世代の全固体ナトリウムイオン二次電池へ応用─
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近
代
日
本
の
学
問
は
、中
央
の
高

み
か
ら
す
る「
上
か
ら
目
線
」を
も
っ

て
、地
方
を
俯
瞰
す
る
、と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
基
本
に
し
て
き
ま
し
た
。日
本

の
歴
史
学
も
、例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。外
側
か
ら
十
把
一
絡
げ
に
捉
え

て
、東
北
は
貧
し
い
と
か
、遅
れ
て
い
る

と
か
、古
来
の
風
俗
が
残
さ
れ
て
い
る

と
か
、虐
げ
ら
れ
る
一
方
だ
っ
た
と
か
、

と
見
な
す
よ
う
な
傾
向
を
免
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、東
北
の
歴
史
学

は
、地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
の
心
情
に

寄
り
添
っ
た「
下
か
ら
の
目
線
」「
内

側
か
ら
の
目
線
」を
も
っ
て
、具
体
的

に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う

姿
勢
を
か
た
ち
づ
く
って
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、平
泉
の
文
化
に
関
し
て

も
、藤
原
氏
歴
代
の
当
主
を
始
め
と

す
る
奥
州
人
の
心
情
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、公
家
風
の
京
都
文
化
の
模
倣

に
は
止
ま
ら
ず
、武
家
風
の
鎌
倉
文

化
の
先
駆
け
と
な
る
内
実
を
か
た
ち

づ
く
る
画
期
的
な
役
割
を
果
た
し

た
、そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
解
明

し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

平
泉
藤
原
氏
の
居
館
兼
政
庁
た
る
べ

き
柳
之
御
所
遺
跡
が
、国
家
的
プ
ロ
ジ

ェク
ト（
北
上
川
堤
防
工
事
）に
よ
っ
て

消
滅
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
危
機
に

際
し
て
は
、地
域
住
民
と
連
携
し
な
が

ら
、全
国
的
な
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、

遺
跡
保
存
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
地
域
密
着
の
学
問
的
か

つ
実
践
的
な
取
り
組
み
が
な
かっ
た
な

ら
ば
、二
〇
一
一
年
、平
泉
世
界
文
化

遺
産
の
登
録
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト・ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
は
難
し
かっ
た
、と
言

って
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
四
月
に
は
、東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
つ
け
て
も
、

文
化
財
の
災
害
か
ら
の
救
出
に
あ
わ

せ
て
、災
害
史
の
解
明
を
め
ざ
し
て
き

た
平
川
新
教
授
ほ
か
の
、同
じ
く
自

然
科
学
の
立
場
か
ら
防
災
・
減
災
の

情
報
発
信
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
今
村

文
彦
教
授
ほ
か
の
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域

密
着
か
つ
実
践
的
な
取
り
組
み
に
想

い
を
い
た
す
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。　　

　

そ
う
で
す
。東
北
大
学
は
、中
央
の

高
み
か
ら
す
る「
上
か
ら
目
線
」に
は

あ
ら
ず
。建
学
の
当
初
か
ら
、「
東
北

の
眼
差
し
」を
も
って
、日
本
に
そ
し
て

世
界
に
、情
報
を
発
信
し
て
き
た
の
で

し
た
。そ
れ
に
よ
って
、日
本
の
学
問
を

つ
く
り
か
え
、人
類
社
会
に
貢
献
す
る

道
筋
を
模
索
し
て
き
た
の
で
し
た
。

　

東
北
は
、甚
大
な
災
害（
地
震・津

波・原
発
事
故
）か
ら
の
復
興
を
め
ざ

し
て
、立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
矢

先
で
す
。い
ま
、現
在
ほ
ど
に
、東
北

大
学
の
地
域
密
着
か
つ
実
践
的
な
パ

ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。後
輩
諸
君
の
が
ん
ば
り

に
、絶
大
な
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

入間田 宣夫（いるまだ のぶお）
1942年生まれ
出身学部／東北大学文学部史学科
現職／東北芸術工科大学大学院教授
　　　東北大学名誉教授

地
域
密
着
か
つ
実
践
的
な

学
問
の
パワ
ー
を
も
って

O
B
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

私
の
中
の「
東
北
大
学
」

10｜まなびの杜 61号 まなびの杜 61号｜09

入
間
田 

宣
夫

I N F O R M A T I O N
東北大学

東北大学総務部広報課 TEL.022-217-4977 http://cafe.tohoku.ac.jp/ホームページ

サイエンスカフェ・リベラルアーツサロン
2012年度 10月～12月の東北大学サイエンスカフェ・リベラルアーツサロンのテーマ、講演者をお知らせします。

2012年度
10月～12月の
ご案内

１０月２６日（金）サイエンスカフェ第８５回
次世代航空機への挑戦
～航空機開発の最前線～
岡部 朋永（東北大学大学院工学研究科 准教授）

１１月３０日（金）サイエンスカフェ第８６回
震災はココロとカラダをどう変えた？
～回復のためにできること～
富田 博秋（東北大学災害科学国際研究所 教授）

会場／せんだいメディアテーク１Ｆ／東北大学附属図書館（川内）
１８：００～１９：４５

参加費
無料

（事前申込は不要です。）

１２月１４日（金）リベラルアーツサロン第１９回
会場：東北大学附属図書館（川内）
教育の世紀～日英教育の百年～
宮腰 英一（東北大学大学院教育学研究科・教育学部 教授）

１２月１８日（火）サイエンスカフェ第８７回
南極で夢見る果ての宇宙
市川 隆（東北大学大学院理学研究科 教授）

吹く楽しみ
奏でる楽しみ
創る楽しみ

　
こ
ん
に
ち
は
、学
友
会
吹
奏
楽
部

で
す
。吹
奏
楽
と
は
管
楽
器
を
主
体

に
弦
楽
器
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、打
楽

器
、楽
曲
に
よ
っ
て
は
ピ
ア
ノ
な
ど
の

鍵
盤
楽
器
や
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
な
ど
の

電
子
楽
器
を
加
え
て
演
奏
さ
れ
る
音

楽
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。幅
広
い
楽

器
を
使
用
す
る
た
め
、ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
多
く
の
ジ

ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

る
音
楽
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
吹
奏
楽
部
は
年
間
通
し
て
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。毎
年
夏
に
開
催
す
る
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
や
、冬
に
開
催
す
る
定
期

演
奏
会
は
、運
営
か
ら
演
奏
指
導
ま

で
学
生
が
全
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
主
催
の
全

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、全
日
本

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、二
〇一一年
度
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。他
に
も
、東
北
学
生
吹
奏
楽
連

盟
主
催
の
合
同
演
奏
会
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
部
員
数
は
総
勢
二
百
名
以
上
で
、

学
部
一
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で
活

動
し
て
い
ま
す
。当
部
主
催
の
演
奏

会
で
は
例
年
、部
員
で
い
く
つ
か
の

バ
ン
ド
に
分
け
各
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏

す
る
、乗
り
番
制
を
採
用
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、聴
き
味
の
違
う
バ
ン

ド
が
作
ら
れ
、演
奏
者
側
も
毎
回
新

鮮
な
気
持
ち
で
演
奏
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
性
格
的
に
も
音
楽
的
に
も
個
性

あ
ふ
れ
る
部
員
が
多
く
、さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
を
創
っ
て
い
け
る
の
が
当
部

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
学
学
友
会
吹
奏
楽
部
副
部
長

工
学
部
二
年
　
福
田 

佳
祐

　

東
北
大
学
に
は
、創
立
以
来
百

年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
、人
文

科
学・社
会
科
学・自
然
科
学・工

学
な
ど
の
教
育
研
究
を
通
じ
て
、

様
々
な
種
類
の
学
術
資
料
標
本

類
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
、貴
重
な
標
本
や
、情
熱

を
注
い
だ
発
明
品
な
ど
、ま
さ
に

研
究
の
歴
史
を
物
語
る
証
人
で

あ
り
、未
来
の
研
究
に
も
生
か
さ

れ
る
べ
き
資
料
で
す
。

　

東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館

は
、こ
れ
ら
の
学
術
資
料
標
本
を

総
合
的
に
活
用
し
、最
新
の
研
究

成
果
を
地
域
社
会
に
広
く
伝
え

る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

総
合
学
術
博
物
館
の
常
設
展

示
は
、理
学
部
自
然
史
標
本
館
に

て
行
って
い
ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、研
究
の
軌
跡
。

●
●
●
●
●

知
的
探
検

■所在地／
　〒９８０－８５７８
　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉６－３
　ＴＥＬ０２２－７９５－６７６７
■開館日時／
　午前１０：００から午後４：００まで
■休館日／
　毎週月曜日
　（月曜日が祝日の場合は祝日明けが休館）
　年末年始ほか
■入館料／
　〈個人〉大人１５０円／小・中学生８０円

【入館のご案内】 G

U
I

D
E

東北大学学友会吹奏楽部HP／ http://www.tohoku-wind.org/

吹奏楽部

（
理
学
部
自
然
史
標
本
館
内
）

お問い合わせ



﹇
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
﹈
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From OB

Irumada Nobuo

　

近
代
日
本
の
学
問
は
、中
央
の
高

み
か
ら
す
る「
上
か
ら
目
線
」を
も
っ

て
、地
方
を
俯
瞰
す
る
、と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
基
本
に
し
て
き
ま
し
た
。日
本

の
歴
史
学
も
、例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。外
側
か
ら
十
把
一
絡
げ
に
捉
え

て
、東
北
は
貧
し
い
と
か
、遅
れ
て
い
る

と
か
、古
来
の
風
俗
が
残
さ
れ
て
い
る

と
か
、虐
げ
ら
れ
る
一
方
だ
っ
た
と
か
、

と
見
な
す
よ
う
な
傾
向
を
免
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、東
北
の
歴
史
学

は
、地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
の
心
情
に

寄
り
添
っ
た「
下
か
ら
の
目
線
」「
内

側
か
ら
の
目
線
」を
も
っ
て
、具
体
的

に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う

姿
勢
を
か
た
ち
づ
く
って
き
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、平
泉
の
文
化
に
関
し
て

も
、藤
原
氏
歴
代
の
当
主
を
始
め
と

す
る
奥
州
人
の
心
情
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、公
家
風
の
京
都
文
化
の
模
倣

に
は
止
ま
ら
ず
、武
家
風
の
鎌
倉
文

化
の
先
駆
け
と
な
る
内
実
を
か
た
ち

づ
く
る
画
期
的
な
役
割
を
果
た
し

た
、そ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
解
明

し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

平
泉
藤
原
氏
の
居
館
兼
政
庁
た
る
べ

き
柳
之
御
所
遺
跡
が
、国
家
的
プ
ロ
ジ

ェク
ト（
北
上
川
堤
防
工
事
）に
よ
っ
て

消
滅
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
危
機
に

際
し
て
は
、地
域
住
民
と
連
携
し
な
が

ら
、全
国
的
な
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、

遺
跡
保
存
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
地
域
密
着
の
学
問
的
か

つ
実
践
的
な
取
り
組
み
が
な
かっ
た
な

ら
ば
、二
〇
一
一
年
、平
泉
世
界
文
化

遺
産
の
登
録
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト・ラ

イ
ン
に
立
つ
こ
と
は
難
し
かっ
た
、と
言

って
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
四
月
に
は
、東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
つ
け
て
も
、

文
化
財
の
災
害
か
ら
の
救
出
に
あ
わ

せ
て
、災
害
史
の
解
明
を
め
ざ
し
て
き

た
平
川
新
教
授
ほ
か
の
、同
じ
く
自

然
科
学
の
立
場
か
ら
防
災
・
減
災
の

情
報
発
信
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
今
村

文
彦
教
授
ほ
か
の
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域

密
着
か
つ
実
践
的
な
取
り
組
み
に
想

い
を
い
た
す
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。　　

　

そ
う
で
す
。東
北
大
学
は
、中
央
の

高
み
か
ら
す
る「
上
か
ら
目
線
」に
は

あ
ら
ず
。建
学
の
当
初
か
ら
、「
東
北

の
眼
差
し
」を
も
って
、日
本
に
そ
し
て

世
界
に
、情
報
を
発
信
し
て
き
た
の
で

し
た
。そ
れ
に
よ
って
、日
本
の
学
問
を

つ
く
り
か
え
、人
類
社
会
に
貢
献
す
る

道
筋
を
模
索
し
て
き
た
の
で
し
た
。

　

東
北
は
、甚
大
な
災
害（
地
震・津

波・原
発
事
故
）か
ら
の
復
興
を
め
ざ

し
て
、立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
矢

先
で
す
。い
ま
、現
在
ほ
ど
に
、東
北

大
学
の
地
域
密
着
か
つ
実
践
的
な
パ

ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。後
輩
諸
君
の
が
ん
ば
り

に
、絶
大
な
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

入間田 宣夫（いるまだ のぶお）
1942年生まれ
出身学部／東北大学文学部史学科
現職／東北芸術工科大学大学院教授
　　　東北大学名誉教授

地
域
密
着
か
つ
実
践
的
な

学
問
の
パワ
ー
を
も
って

O
B
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ

私
の
中
の「
東
北
大
学
」

10｜まなびの杜 61号 まなびの杜 61号｜09

入
間
田 

宣
夫

I N F O R M A T I O N
東北大学

東北大学総務部広報課 TEL.022-217-4977 http://cafe.tohoku.ac.jp/ホームページ

サイエンスカフェ・リベラルアーツサロン
2012年度 10月～12月の東北大学サイエンスカフェ・リベラルアーツサロンのテーマ、講演者をお知らせします。

2012年度
10月～12月の
ご案内

１０月２６日（金）サイエンスカフェ第８５回
次世代航空機への挑戦
～航空機開発の最前線～
岡部 朋永（東北大学大学院工学研究科 准教授）

１１月３０日（金）サイエンスカフェ第８６回
震災はココロとカラダをどう変えた？
～回復のためにできること～
富田 博秋（東北大学災害科学国際研究所 教授）

会場／せんだいメディアテーク１Ｆ／東北大学附属図書館（川内）
１８：００～１９：４５

参加費
無料

（事前申込は不要です。）

１２月１４日（金）リベラルアーツサロン第１９回
会場：東北大学附属図書館（川内）
教育の世紀～日英教育の百年～
宮腰 英一（東北大学大学院教育学研究科・教育学部 教授）

１２月１８日（火）サイエンスカフェ第８７回
南極で夢見る果ての宇宙
市川 隆（東北大学大学院理学研究科 教授）

吹く楽しみ
奏でる楽しみ
創る楽しみ

　
こ
ん
に
ち
は
、学
友
会
吹
奏
楽
部

で
す
。吹
奏
楽
と
は
管
楽
器
を
主
体

に
弦
楽
器
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、打
楽

器
、楽
曲
に
よ
っ
て
は
ピ
ア
ノ
な
ど
の

鍵
盤
楽
器
や
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
な
ど
の

電
子
楽
器
を
加
え
て
演
奏
さ
れ
る
音

楽
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。幅
広
い
楽

器
を
使
用
す
る
た
め
、ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
多
く
の
ジ

ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き

る
音
楽
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
吹
奏
楽
部
は
年
間
通
し
て
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。毎
年
夏
に
開
催
す
る
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
や
、冬
に
開
催
す
る
定
期

演
奏
会
は
、運
営
か
ら
演
奏
指
導
ま

で
学
生
が
全
て
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
主
催
の
全

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、全
日
本

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
、二
〇一一年
度
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四

重
奏
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。他
に
も
、東
北
学
生
吹
奏
楽
連

盟
主
催
の
合
同
演
奏
会
や
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
部
員
数
は
総
勢
二
百
名
以
上
で
、

学
部
一
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で
活

動
し
て
い
ま
す
。当
部
主
催
の
演
奏

会
で
は
例
年
、部
員
で
い
く
つ
か
の

バ
ン
ド
に
分
け
各
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏

す
る
、乗
り
番
制
を
採
用
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、聴
き
味
の
違
う
バ
ン

ド
が
作
ら
れ
、演
奏
者
側
も
毎
回
新

鮮
な
気
持
ち
で
演
奏
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
性
格
的
に
も
音
楽
的
に
も
個
性

あ
ふ
れ
る
部
員
が
多
く
、さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
を
創
っ
て
い
け
る
の
が
当
部

の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
学
学
友
会
吹
奏
楽
部
副
部
長

工
学
部
二
年
　
福
田 

佳
祐

　

東
北
大
学
に
は
、創
立
以
来
百

年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
、人
文

科
学・社
会
科
学・自
然
科
学・工

学
な
ど
の
教
育
研
究
を
通
じ
て
、

様
々
な
種
類
の
学
術
資
料
標
本

類
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
、貴
重
な
標
本
や
、情
熱

を
注
い
だ
発
明
品
な
ど
、ま
さ
に

研
究
の
歴
史
を
物
語
る
証
人
で

あ
り
、未
来
の
研
究
に
も
生
か
さ

れ
る
べ
き
資
料
で
す
。

　

東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館

は
、こ
れ
ら
の
学
術
資
料
標
本
を

総
合
的
に
活
用
し
、最
新
の
研
究

成
果
を
地
域
社
会
に
広
く
伝
え

る
た
め
の
機
関
で
す
。

　

総
合
学
術
博
物
館
の
常
設
展

示
は
、理
学
部
自
然
史
標
本
館
に

て
行
って
い
ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、研
究
の
軌
跡
。

●
●
●
●
●

知
的
探
検

■所在地／
　〒９８０－８５７８
　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉６－３
　ＴＥＬ０２２－７９５－６７６７
■開館日時／
　午前１０：００から午後４：００まで
■休館日／
　毎週月曜日
　（月曜日が祝日の場合は祝日明けが休館）
　年末年始ほか
■入館料／
　〈個人〉大人１５０円／小・中学生８０円

【入館のご案内】 G

U
I

D
E

東北大学学友会吹奏楽部HP／ http://www.tohoku-wind.org/

吹奏楽部

（
理
学
部
自
然
史
標
本
館
内
）

お問い合わせ



大
学
教
育
の
潮
流
◎
歯
学
研
究
科
の
目
指
す
大
学
院
国
際
共
同
教
育

―
東
ア
ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
模
索
―

地
域
と
大
学
◎
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
図
書
館

特
集
◎
生
体
用
金
属
の
エ
ー
ス
│
チ
タ
ン
お
よ
び
チ
タ
ン
合
金
│

シ
リ
ー
ズ
◎
心
の
ケ
ア
❸
／
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果

―
愛
着
対
象
と
の
接
触
―

｜東北大学広報誌｜2012 秋号｜
表紙
の
写真初秋を彩るのは萩の花

No.61

●

●
●
●

●

皆さんは、この『まなびの杜』をどこでご覧になっているでしょうか。送付されてきたものを
自宅や職場でご覧になっているでしょうか。あるいは、附属図書館か、大学病院でしょう
か。いずれにしても、多くの場合には「ふと手にして読んでみた」という状況ではないで
しょうか。今号の「地域と大学」は附属図書館ですが、図書館には知らなかった情報と
の「ふとした出会い」があります。昨今は大学から社会への情報発信が盛んであり、サ
イエンスカフェやFacebookなどを通じた活動も盛んに行われています。これらは大変
有効なメディアですが、「大学からの情報を是非知りたい」と思っている人にしか情報
が届かないのが難しいところです。そういう意味で、「特に知りたいと思っていなかった
けれど、偶然ふれた情報」というのも大事なのではないでしょうか。『まなびの杜』は、毎
号楽しみに読んでいただいている方にはもちろん、偶然手にとってお読みいただいた
方にも面白く、有益な情報が提供できるようにしていきたいと考えております。

｜編｜集｜後｜記｜

『まなびの杜』編集委員会委員
工学研究科 教授

平成24年9月30日発行
発行人：東北大学『まなびの杜』編集委員会委員長  齋藤 忠夫
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
東北大学総務部広報課 TEL.022-217-4977 FAX.022-217-4818

※版権は国立大学法人東北大学が所有しています。 ※無断転載を禁じます。 ※この用紙は、再生紙を使用しています。

『まなびの杜』をご希望の方は各キャンパス（片平、川内、青葉山、星
陵、雨宮）の警務員室、附属図書館、総合学術博物館、植物園、病院
の待合室などで手に入れることができますので、ご利用ください。
無断転載を禁じます。
『まなびの杜』は3月、6月、9月、12月の月末に発行する予定です。
『まなびの杜』編集委員会委員（五十音順）

『まなびの杜』に対するご意見などは、手紙、ファクシミリ、電子メールで
お寄せください。
〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
TEL 022-217-4977 FAX 022-217-4818
Ｅメール koho@bureau.tohoku.ac.jp

この『まなびの杜』は、インターネットでもご覧になれます
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/manabi/
バックナンバーもご覧になれます 
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伊藤 彰則

センダイハギ ミヤギノハギ

　
本
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク（
本
頁
左
下
参
照
）が

萩
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
秋
を
代
表
す
る
萩
で
す
が
、「
ハ
ギ
」と

言
っ
て
も
一
種
類
の
植
物
で
は
無
く
、ヤ
マ
ハ

ギ
、ツ
ク
シ
ハ
ギ
な
ど
、多
く
の
種
類
の
総
称
と

し
て「
ハ
ギ
」は
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
は
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
基
に
な
っ
た「
ハ
ギ
」は
、一
体
ど
の
種

類
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
本
学
が
所
在
す
る
の
は
宮
城
県
仙
台
市
で

す
か
ら
、「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ
」、「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」

と
い
う
名
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。後
者
の「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」は
千
代
萩
な
ど

と
書
か
れ
、伊
達
騒
動
を
題
材
に
し
た
歌
舞
伎

の「
伽
羅
先
代
萩（
め
い
ぼ
く
せ
ん
だ
い
は
ぎ
）」

に
由
来
す
る
と
の
説
も
有
り
、「
仙
台
」に
ゆ
か

り
の
あ
る
植
物
名
と
言
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
、「
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
」と
い
う
植
物

は
、他
の「
ハ
ギ
」と
同
じ
マ
メ
科
で
す
が
別
属

の
草
本
植
物
で
あ
り
、花
も
黄
色
く
、ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
植
物
と
は
全
く
の
別
物
で
す
。

　
そ
う
す
る
と
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、そ
う
で
す
、

「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ
ギ（
宮
城
野
萩
）」で
す
。マ
メ
科

ハ
ギ
属
の
低
木
で
、初
秋
に
濃
い
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。

　
今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
、二
〇
〇
七
年
に
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ
る

に
あ
た
り
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に「
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ

ギ
」の
写
真
や
資
料
を
お
目
に
か
け
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

東
北
大
学
名
誉
教
授

（
東
北
大
学
学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ
ー
植
物
園
前
園
長
）
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